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本書を読んであなたが受け取れるメリット

☆英語をマスターする上で、あなたに足りない部分
が分かる！

☆アメリカ人の子どものように、文法が分からなく
ても話すことができるようになる！

☆「意味」ではなく「価値」で覚えることで、効率
よく英単語数を増やす方法が分かる！

☆特に注意するべき「日本語と英語の表現の違い」
が具体的に分かる！

☆誰でも簡単に英語が聴き取れるようになる「リズ
ム回路」（単語の切り出し能力）が身に付く

☆中学校で学んだ基本的な300 語で、英語が話せる
ようになる方法

☆単語を「ビッグワード」と「スモールワード」で区
別することで、単語の理解を深めることができる！

☆「英語アタマを作る５つのルール」が分かる！

☆「母音重視の日本語」から「子音重視の英語」を
マスターする方法

☆「日本語にはない音を集中的に学ぶ方法」が分かる！
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はじめに　あなたは、毎日、ローマ字に触れている！

　本書を手にとっていただき、ありがとうございます。

　突然ですが、質問があります。

　あなたは、パソコンのキーボードを「ローマ字」で打

ち込みますか？

　きっと、ローマ字で打ち込んでいるはずですよね。多

くの日本人が日本語を入力する時に、ローマ字を使って

います。

　そう考えると、私たちは知らず知らずのうちに、多く

の時間をローマ字に接し、さらに、ローマ字を使ってい

るのです。

　実は、私はこのローマ字こそが日本人が英語を苦手に

している要因だと思っているのです。

ローマ字は必要悪?!	

　私たち日本人の多くは、英語を本格的に学ぶ前に、

ローマ字の学習を通して、英語の文字、つまりアルファ

ベットに触れます。この時すでに ABCD…Z をエー、

ビー、シー、ディー…ゼットと、英語の本来の音とは違

う発音で学びます。
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はじめに

　この瞬間から私たちの頭には、アルファベットで書か

れた英語の文字を見た時に、“ ローマ字 ” という日本語

のフィルターを通して、英語を理解しようとする基礎が

作られます。

　そして、その後に続く英語教育では、英語の単語や文

章を常に日本語に置き換えて理解する方法を学びます。

　つまり、私たちが学んできたのは、英語自体ではな

く、日本語を介して英語を理解する技術なのです。

　実際、あなたは日本語を入力するのにローマ字を使っ

ているわけですから。

脳の中に「リズム回路」を作るしかない！	

　例えば、「ittsanappl イツァナポ」。

　こんな音が耳に入ったとします。もちろんこれは英語

です。なんだか分かりますか ?

　 実 は、 こ の「ittsanappl イ ツ ァ ナ ポ 」 は “It’s an 

apple.” を単語表記ではなく音で表記したモノです。

“ittsanappl” と言う音は、英語の「リズム回路」を持っ

ている人たちからすれば、“It’s	an	apple.” と 3 つの単語

に分解されて聴こえるのです。

　そう、この「リズム回路」を作ることができるように

なるかが重要なのです。

　「リズム回路」とは、単語の切り出し能力のことをいい
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ます。例えば、赤ん坊にとって日本語は、最初はわけの

分からない単なる音の連続ですが、繰り返し音を耳にし

ているうちに、何度となく耳にする音の固まりがあるこ

とに気づきます。もちろん、私たちは日本語の「リズム

回路」を持っているわけです。

　これが単語の発見です。私たち大人も同じです。知ら

ない言語でも繰り返し聴いていれば、聴き覚えのある音

の固まりを発見できます。

　つまり、英語の「リズム回路」を作り、「ittsanappl

イツァナポ」を “It’s	an	apple.” という３つの単語に切

り出す能力を習得しなければ、いつまでたっても英語を

話すことはできないのです（もちろん、本書では「リズ

ム回路」の作り方を解説します）。

日本にいてバイリンガルになる子どもたち	

　私は児童英語研究所という会社を経営し、幼児や児童

が英語を身に付けるお手伝いをさせていただいておりま

す。私が指導させていただいている子どもたちの多くは、

日本にいながらにして、バイリンガルに育っています。

　そのことから考えると、“ 日本人は英語が苦手 ” だと

は、一概に言えないような気がします。

　ただ、子どもたちを指導していて、とても気になるこ

とがあります。例えば、私が指導しているお子さんの母
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親からこんなお話を聴きました。

　「うちの子は赤のレッドをゥレッド、ゥレッドと発音

するんです。私はもう聴きかねて、ゥレッドじゃなくて

ちゃんとレッドと言いなさいと、発音を直させました」

　と言うのです。

日本人は英語が苦手なわけがない？	

　red の発音は最初に口をすぼめ、舌を緊張させます。

その時小さく「ゥ」の音が発せられるのです。そして、

そのまま舌先を口
こう

蓋
がい

に触れさせることなく「レッド」と

発音します。

　しかし、この母親は red の発音を知らなかったので

す。もちろん聴き取ることもできません。そこで、子ど

もが折角正しく red を発音しようとしているところを、

わざわざ led の発音に変えてしまっているのです。この

ような悲しいことは日常的に起こっているのです。

　しかし、この母親には何の罪もありません。彼女は、

自分の子どもが英語をちゃんと話せるようにと、自分が

教わってきた方法で、英語を教えているだけだからです。

　では何が問題なのかと言いますと、その “ 教わってき

た方法 ” に問題があるのです。

　そして私に言わせれば、日本人は決してもとから英語

が苦手ではない。英語が苦手にさせられているのです。
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その始まりが小学校の国語の授業で教わるローマ字であ

り、それに続く中学からの英語教育なのです。

あなたは、もう単語を覚える必要はない！	

　しかし、日本の英語教育でも良い点はあります。それ

は、受験英語を経験してきている日本人は、（すごく簡

単な）基本的な単語も含めて、日常英会話に必要な単語

数を知っているのです。

　中学まで行っていれば、すでに 1000 単語くらいは

知っているのです。英語圏の幼児を見ていれば分かりま

すが、300単語程度でも十分会話はできるのです。

　「英単語使用頻度順リスト」という日常の筆記活動にお

ける使用頻度順に単語が羅列されているリストがありま

すが、ほとんど見覚えのあるものばかりです。

　要するに、あなたはアメリカ人たちが日常的に使用し

ている単語のほとんどをすでに知っているのです（ただ

し、単語の覚え方にも工夫が必要です。詳しくは第６章

で解説しますが、「ビッグワード」と「スモールワード」

という考え方が重要になってきます）。

　本書では、ローマ字が入り口となってしまっている日

本の英語教育を通して、私たちが英語だと思っているも

のが、いかに間違っているかを検証し、さらにはこの呪
じゅ
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縛
ばく

から抜け出して、本当に使える英語を身に付けるため

にはどうすれば良いかを明らかにしました。

　もしあなたが、「私は英語が苦手だから」と思ってい

るとすれば、それはあなたのせいではありません。むし

ろ、それはあなたが素直に教えられたことをやってきた

結果なのです。

　第１章では、「なぜ、ローマ字がいけないのか？」を

説明します（パソコンをローマ字入力している人は特に

読んで下さい）。

　第２章では、「なぜ、日本人は英語を勉強しても使う

英語にできないのか？」を説明します（「学校で学ぶ英

語」と「本物の英語」の違いが分かり、どうやって勉強

すればいいかが分かります）。

　第３章では、「効率的に英単語を覚える方法」を紹介し

ます（英単語は「意味」ではなく「価値」で覚えます）。

　第４章では、「注意すべき日本語と英語の違い」につい

て説明します（日本人が間違いやすい表現が分かります）。

　第５章では、「英語が簡単に聴きとれるための『リズ

ム回路』の作り方」について説明します（「リズム回路」

という英語の音や単語を切り出す能力を身に付けること

ができます）。

　第６章では、「ビッグワードとスモールワード」につ

いて説明します（アメリカ人の子どものように、基本的
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な 300 語で英語が話せるようになります）。

　第７章では、「英語アタマを作る５つのルール」につ

いて紹介します（大人だって遅くない！　英語マスター

法で「英語アタマ」を身に付けましょう）。

　第８章では、「母音重視の日本語に対して子音重視の

英語の発音」を説明していきます（より聴き取り、発音

できるような方法です）。

　第９章では、「日本語にはない英語の発音を学ぶ方法」

を紹介します（正しい発音を知ることであなたは「使え

る英語」を身に付けられます）。

　本書を通してひとりでも多くの、「私は英語が得意だ」

と言える日本人が増えることを、私は願ってやみません。

船津　洋
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